
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
惠
美
子
選
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「
お
茶
に
す
べ
え
」
と
声
聞
こ
え
く
る

十
時
過
ぎ
ペ
ン
キ
匂
え
る
工
事
の
現
場
　
　
　
坂
3

神
谷
安
久
子

山
桃
の
黒
む
ら
さ
き
に
実
の
う
れ
て

口
に
ふ
く
め
ば
甘
さ
ひ
ろ
が
る
　
　
　
　
　
　
里
　
　
柴
田
　
境
子

土
も
無
き
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
の
上

ほ
ん
の
す
き
間
に
白
き
花
咲
く
　
　
　
　
　
　
坂
3

川
名
　
佳
子

大
池
の
真
中
泳
ぐ
は
何
か
し
ら

波
紋
広
げ
て
真
直
ぐ
に
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

武
笠
千
代
子

静
寂
な
永
平
寺
の
御
堂
巡
り
ゆ
き

す
り
こ
木
の
太
き
の
あ
り
て
驚
く
　
　
　
　
　
本
3

藤
原
　
光
信

木
漏
れ
日
の
当
り
て
を
り
ぬ
水
芭
蕉
　
　
　
　
桜
1

奥
山
　
賢
助

朝
掃
い
て
夕
べ
に
掃
け
る
柿
の
花
　
　
　
　
　
坂
4

西
野
　
定
雄

庭
先
の
白
百
合
の
香
の
漂
へ
る
　
　
　
　
　
　
里
　
　
秋
元
と
め
み

新
茶
汲
み
旅
の
案
内
み
て
を
り
ぬ
　
　
　
　
　
里
　
　
石
田
　
実

高
層
の
ビ
ル
よ
り
見
詰
む
梅
雨
の
月
　
　
　
　
南
2

高
橋
　
節
子

鉄
線
花
重
な
り
合
ひ
て
開
き
を
り
　
　
　
　
　
桜
2

奥
野
　
栄
吉

風
止
ん
で
蚊
柱
太
く
な
り
に
け
り
　
　
　
　
　
里
　
　
石
田
　
磯
吉

連
な
り
て
み
ど
り
の
中
を
車
椅
子
　
　
　
　
　
本
2

市
川
　
和
夫

チ
ャ
レ
ン
ジ
も
若
さ
の
秘
訣
あ
き
ら
め
ず
　
　
本
4

山
野
　
栄
子

た
め
ら
え
ば
チ
ャ
ン
ス
は
逃
げ
て
知
ら
ん
顔
　
里
　
　
柿
沼
　
君
子

坂
道
を
好
き
嫌
い
な
く
漕
い
で
来
た
　
　
　
　
里
　
　
渡
邊
　
佐
吉

冷
奴
食
べ
て
涼
し
い
真
夏
の
夜
　
　
　
　
　
　
本
1

清
水
　
洋
子

雨
模
様
一
気
に
読
ん
だ
ミ
ス
テ
リ
ー
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
レ
イ

見
沼
川
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
夜
の
顔
　
　
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
朝
日
浴
び
　
　
　
　
　
　
三
1

村
山
　
一
郎

旅
行
前
う
き
う
き
と
し
て
ヒ
ゲ
を
剃
り
　
　
　
里
　
　
吉
田
　
長
慶

、
借
り
過
ぎ
・
貸
し
過
ぎ
を
防
ぐ

た
め
、
貸
金
業
法
が
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
本
年
6
月
18
日
に
改

正
法
が
完
全
施
行
さ
れ
、
借
入
残

高
が
年
収
の
3
分
の
1
を
超
え
る

場
合
、
新
規
の
借
入
れ
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
借
金
の
返
済
は

一
人
で
悩
ま
ず
、
お
早
め
に
相
談

を
。
法
律
の
詳
し
い
内
容
は
金
融

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

●
多
重
債
務
相
談
窓
口

関
東
財
務
局
財
務
広
報
相
談
室
1

0
4
8
・
6
0
0
・
1
1
1
3

（
平
日
9
〜
12
時
、
13
〜
17
時
）

県
民
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
1
0

4
8
・
7
2
8
・
9
6
0
1
（
平

日
9
〜
12
時
、
13
〜
18
時
）

こ
の
制
度
（
水
辺
の
サ
ポ
ー
タ

ー
）
は
、
県
が
管
理
す
る
一
級
河

川
（
新
芝
川
・
芝
川
・
毛
長
川
）

100
ｍ
以
上
を
含
む
河
川
の
良
好
な

環
境
維
持
・
保
全
の
た
め
の
美
化

活
動
に
、
10
人
以
上
の
団
体
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

活
動
団
体
に
な
っ
て
い
た
だ
く

と
、
県
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

の
加
入
や
ゴ
ミ
袋
等
の
消
耗
品
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
集
め
た
ゴ
ミ
は
、

市
が
受
け
入
れ
て
処
分
し
ま
す
。

詳
細
は
県
水
辺
再
生
課
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

さ
い
た
ま
県
土
整
備
事

務
所
1
0
4
8
・
8
6
1
・
2
4

9
5

対
　
象

21
年
4
月
1
日
以
降
、

交
通
遺
児
等
（
重
い
障
害
を
負
っ

た
保
護
者
に
養
育
さ
れ
て
い
る
子

を
含
む
）
と
な
っ
た
県
内
在
住
の

18
歳
以
下
の
方

給
付
額

子
ど
も
一
人
に
つ
き

10
万
円
（
1
事
故
に
つ
き
1
回

の
み
）

給
付
時
期

10
月
ま
た
は
23
年
4

月申
請
書
類

市
環
境
対
策
課
、
学

校
等
で
配
布

提
出
期
限
　
10
月
支
給
分
は
8

月
31
日
（
火
）
ま
で
、
23
年
4

月
支
給
分
は
23
年
2
月
28
日

（
月
）
ま
で

提
出
先

み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和

支
店
に
郵
送
ま
た
は
持
参

問
合
せ

県
防
犯
・
交
通
安
全
課

1
0
4
8
・
8
3
0
・
2
9
5
8

み
ん
な
で
笑
っ
て
元
気
に
な
り

ま
し
ょ
う
。
落
語
と
漫
談
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
　
時

8
月
19
日
（
木
）
午
後

1
時
〜
2
時
半

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
、
認
知

症
の
予
防
や
介
護
に
関
心
の
あ
る

方
30
人

講
　
師

柳
家
い
っ
ぽ
ん
氏
（
落

語
家
）

費
　
用

無
料
（
当
日
参
加
可
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
東
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
4
・

1
2
5
0

日
　
時

8
月
20
日
（
金
）
午
後

2
時
〜
4
時

場
　
所

西
公
民
館
1
階
会
議
室

内
　
容

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

皆
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
20
人

費
　
用

無
料

申
込
み
・
問
合
せ

市
西
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
0
・

5
2
2
2

投稿は 1 部門 2 首（句）以内。部門を明記し漢字にはふりがなをふり毎月末日までに。掲載は 1 人 1 部門とさせていただきます。
なお、掲載作品は、選者により添削されている場合があります。

第
3
回

認
知
症
予
防
教
室

彩
の
国
リ
バ
ー
サ
ポ
ー
ト

制
度
新
規
登
録
団
体
募
集

貸
金
業
法
が
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た

認
知
症
予
防
教
室

交
通
事
故
被
害
者
の

ご
家
族
へ
の
援
護
金



申
込
み

は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
性
別
・
年
齢
・
所
属
・
学
校

名
・
学
年
・
電
話
番
号
・
参
加
種

目
を
記
入
し
、
〒
3
3
4
｜
0
0

0
3
鳩
ヶ
谷
市
坂
下
町
2
〜
9
〜

13
陸
上
競
技
協
会
事
務
局
・
小
野

あ
て
ƒ
8
月
16
日
（
月
）
必
着
。

問
合
せ

同
協
会
事
務
局
・
小
野

1
2
8
1
・
3
6
8
5

日
　
時
　
8
月
28
日
（
土
）
午
後

3
時
〜
5
時
半

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー
ダ
ヴ

内
　
容

自
分
だ
け
の
影
絵
を
作

っ
て
み
よ
う
。
材
料
や
工
作
用
具

は
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
。
夏
休
み
の
自
由

研
究
に
も
ど
う
ぞ
。

費
　
用
　
無
料

問
合
せ

彩
の
国
県
南
お
や
こ
劇

場
1
2
5
5
・
3
2
4
1

「
労
働
組
合
を
結
成
し
た
ら
解

雇
さ
れ
た
」「
団
体
交
渉
に
応
じ

て
も
ら
え
な
い
」
な
ど
職
場
の
労

使
関
係
で
困
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
労
働
委
員

会
で
は
、
労
働
者

（
労
働
組
合
）
と
使

用
者
（
会
社
等
）
の
間
の
ト
ラ
ブ

ル
解
決
の
た
め
、
中
立
・
公
平
な

立
場
で
支
援
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

県
労
働
委
員
会
事
務
局

1
0
4
8
・
8
2
2
・
1
6
9
1

イ
ド
可
）

募
集
期
間

11
月
12
日（
金
）ま
で

部
　
門

q
一
般
部
門
w
ジ
ュ
ニ

ア
部
門
（
小
・
中
・
高
校
生
）

問
合
せ
　
^
県
物
産
観
光
協
会
1

0
4
8
・
6
4
7
・
0
5
0
0

日
　
時
　
8
月
8
日
（
日
）
午
後

1
時
か
ら

場
　
所
　
中
央
公
民
館

対
　
象
　
小
学
3
年
生
〜
中
学
生

20
人

内
　
容

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ

の
製
作
（
費
用
は
無
料
）

問
合
せ

鳩
ヶ
谷
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
ク
ラ
ブ
事
務
局
・
高
木
1
2
8

2
・
0
3
2
1

日
　
時

8
月
20
日
（
金
）
午
後

6
時
半
開
演

場
　
所

市
民
セ
ン
タ
ー
「
ダ
ヴ
」

出
演
者

林
家
正
雀
、柳
家
三
三
、

金
原
亭
小
駒
、
三
遊
亭
た
ん
丈
、

林
家
ぼ
た
ん
、
春
風
亭
朝
呂
久

費
　
用

2
0
0
0
円
（
前
売
）、

2
2
0
0
円
（
当
日
）

問
合
せ

鳩
ヶ
谷
を
面
白
く
す
る

会
・
上
田
1
2
8
5
・
6
2
0
8

日
　
時

8
月
29
日
（
日
）
午
前

9
時
半
か
ら

場
　
所

戸
田
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
内
陸
上
競
技
場

対
　
象

中
学
生
以
上
（
一
部
小

学
生
も
可
）

セ
ン
タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
浦
和

区
）、
埼
玉
司
法
書
士
会
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
（
熊
谷
・
越
谷
・
所

沢
）

●
電
話
相
談
（
相
談
当
日
の
み
）

1
0
4
8
・
8
7
2
・
8
0
5
5

問
合
せ

同
会
1
0
4
8
・
8
6

3
・
7
8
6
1

題
　
材

県
内
の
河
川
・
湖
沼
・

滝
・
農
業
用
水
な
ど
水
辺
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト

サ
イ
ズ

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
・
キ

ャ
ビ
ネ
（
2
L
）
〜
四
つ
切
（
ワ

し
た
地
域
を
訪
れ
慰
霊
追
悼
を
し

ま
す
。
今
年
度
は
事
業
実
施
20
周

年
記
念
事
業
と
し
て
洋
上
慰
霊
を

実
施
し
ま
す
。
費
用
は
8
万
円
、

詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

同
会
事
業
課
1
0
3
・

3
2
6
1
・
5
5
2
1

埼
玉
司
法
書
士
会
で
は
、
9
月

20
日
（
月
・
祝
）
午
前
10
時
か
ら

午
後
4
時
ま
で
、
無
料
成
年
後
見

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
面
談
相
談
（
予
約
制
）

場
　
所

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

募
集
項
目
　
q
自
衛
官
候
補
生
w

一
般
曹
候
補
生
e
航
空
学
生

資
　
格

q
w
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
方
e
高
卒
（
見
込
含
）
〜
21

歳
未
満
の
方

受
付
期
間
　
8
月
1
日
（
日
）
〜

9
月
10
日
（
金
）

問
合
せ

自
衛
隊
朝
霞
地
域
事
務

所
1
0
4
8
・
4
6
6
・
4
4
3
5

7
日
本
遺
族
会
で
は
、
戦
没
者

の
遺
児
を
対
象
に
、
父
等
の
戦
没

11
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終
戦
の
日
を
迎
え
る
8
月
は

「
平
和
を
祈
願
す
る
月
」で
も
あ
る
。

先
の
大
戦
で
は
、
多
く
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
た
。
全
国
の
戦
没
者
は
、

戦
死
し
た
軍
人
・
軍
属
が
約
230
万

人
、
空
襲
や
原
爆
投
下
等
で
死
亡

し
た
一
般
市
民
が
約
80
万
人
と
い

わ
れ
て
い
る
。
戦
傷
に
よ
る
苦
し

み
や
最
愛
の
家
族
を
亡
く
し
た
遺

族
の
方
々
の
心
の
傷
手
は
、
計
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

鳩
ヶ
谷
市
内
に
は
軍
の
施
設
等

が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
幸
い

空
襲
を
受
け
る
こ
と
は
無
か
っ
た

が
、
B
29
か
ら
の
爆
弾
投
下
（
一

部
は
不
発
弾
と
し
て
最
近
処
理
し

て
い
る
）
も
あ
り
、
ま
た
、
市
民

の
中
に
は
東
京
で
の
空
襲
を
体
験

な
さ
れ
た
方
々
も
多
い
。

私
は
、
戦
後
の
物
資
不
足
の
社

会
で
過
ご
し
た
こ
と
か
ら
、
今
日

の
平
和
で
豊
か
な
生
活
の
中
で
も
、

せ
み
し
ぐ
れ
の
8
月
が
巡
っ
て
く

る
と
、
無
念
の
思
い
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
や
、
様
々
な
困
難
に
遭

わ
れ
た
方
々
の
想
い
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。

国
で
は
、
昭
和
27
年
5
月
か
ら

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
御
参
列
の

下
で
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
を
挙

行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
鳩
ヶ
谷

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
遺
族
会
が
主

体
と
な
っ
て
追
悼
式
を
行
っ
て
き

て
お
り
、
国
や
県
、
近
隣
の
多
く

の
市
で
、
行
政
が
主
体
と
な
っ
て

実
施
し
て
い
る
状
況
と
大
き
く
異

戦
没
者
の
追
悼

な
っ
て
い
る
。
戦
後
65
年
が
経
ち
、

遺
族
の
方
々
も
高
齢
化
し
、
中
に

は
遺
族
会
自
体
を
解
散
す
る
市
も

出
始
め
て
い
る
。

先
の
大
戦
に
対
す
る
考
え
や
追

悼
の
方
法
な
ど
、
市
民
の
中
に
は

世
代
間
等
で
様
々
な
意
見
が
あ
る
。

市
で
は
こ
れ
ま
で
各
界
の
意
見
を

集
約
し
な
が
ら
、
市
の
主
催
に
つ

い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
q
先
の

大
戦
の
戦
没
者
全
体
を
追
悼
す
る

w
無
宗
教
の
形
と
す
る
こ
と
で
本

年
度
か
ら
市
主
催
で
実
施
す
る
こ

と
に
し
た
。

世
界
で
は
未
だ
に
戦
争
が
絶
え

な
い
し
、
テ
ロ
や
軍
事
的
脅
威
が

高
ま
る
な
ど
、
市
民
の
平
和
へ
の

願
い
と
か
け
離
れ
た
現
実
が
あ
る
。

平
和
宣
言
都
市
の
市
民
と
し
て
、

戦
没
者
追
悼
式
を
通
じ
、
改
め
て

平
和
と
繁
栄
を
、
多
く
の
戦
没
者

に
誓
い
た
い
も
の
だ
。

第
3
回
川
の
国
埼
玉

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

全
国
一
斉
無
料
成
年

後
見
相
談
会

自
衛
官
募
集

夏
休
み
子
ど
も
エ
レ

ク
ト
ロ
二
ク
ス
講
座

労
働
委
員
会
制
度
の

ご
案
内

影
絵
あ
そ
び

蕨
・
戸
田
・
鳩
ヶ
谷
市
陸
上
競
技
協
会

県
南
３
市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

第
37
回
鳩
ヶ
谷
寄
席

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業


